
ポスター作成 ｜ ２つの目的

視覚練習

写真不可｜色不使用｜単一書体
制約のなかで工夫してみます
創意工夫とセンスが問われます
ラインをそろえる｜分量をそろえる

文章練習

最も大事なことを簡潔に伝えます
一字一句、無駄なく書きます
深く理解していないと書けません
文章力がおおいに問われます



パワーポイントを使うといいでしょう
これはmacでの⾒えかたです
とにかくスライドをA4の設定にします。

別のソフトで作成してもいいですが
レイアウトなど
以下をご参照ください
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デザイン→スライドのサイズ →ページ設定 A４にサイズ指定→原稿の向きを縦
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３X５のマスに合わせてレイアウト 用語ポスターの例 (グリッドにぴったり合ってなくてもいいです）
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提供のデザイン

全体のデザイン

全体に責任を持つ食事のデザイン

⾷のデザインは、⾷にまつわる全体にかかわる仕事であり、⾷べものの⾒栄えを
良くするだけの仕事ではない。⾷のデザインは、⾷材がどう⽣産され、⾷品がど
う流通して、⾷物がどう消費され、⼀連の流れがどう環境に作⽤しているのか、
社会の良好な関係をどれほど維持できているのか、⾷事はいかに⼈々を幸福にす
るのかなど、全体を視野に⼊れて計画をおこなう。

⼈間の⽣活の基礎をつくる部分にか
んしては、⾐服のデザインにしても、
住居のデザインにしても、職業とし
て広く認知されているのに、⾷のデ
ザインは何をする仕事かなかなか想
像されにくい。現実には、⾷にかか
わるデザインの仕事は、広告・包
装・道具・⾷器・料理・空間という
ように多⽅⾯で展開されてきたが、
⾷のデザインという⼤きな視点や、
全体について考える仕事への⾃覚は
まだ薄かった。けれども、2009年に
国際フードデザイン学会が設⽴され、
⾷のデザインについての研究は盛ん
になっている。

⾷にまつわるデザイン活動はすでに
多様に繰り広げられており、個々の
活動がそれに満⾜しているかぎり、
⼤きな括りを持ち出す必要はない。
⾷のデザインをことさら⾔う理由は、
⾷にまつわる全体について考える必
要があるからである。ここでいう全
体とは、農業・⾷材・加⼯・⾷品・
広告・流通・調理・提供・料理・⾷
事・廃棄、と並んでいく⼀連の過程
にほかならないが、農業の問題にせ
よ、市場の問題にせよ、消費の問題
にせよ、健康の問題にせよ、すべて
は絡み合っているので、過程全体を
⾒通した取り組みが待望される。

理念経緯 仕事

⾷のデザインの仕事は、全体がうまく
回る仕組みを考えるか、全体の流れを
とらえて個々の課題に取り組むかであ
る。全体を考えるときには、持続可能
性がその⼤きな関⼼事となる。⾃然環
境がうまく保たれ、社会環境がうまく
整えられ、豊かな⾷⽂化が育まれる仕
組みをいかしてつくるかが課題となる。
ただし、問題解決を急ぎすぎると、市
場の原理にからめとられ、本質の究明
にいたらず、凡庸な考えにはまりがち
である。今⽇では、思弁の語で⾔われ
るように、物事の前提を根本から疑い、
存在しないものを⽣み出し、アートに
通じる仕事が必要とされている。

⼤事なことを３つぐらいに整理



３X５のマスに合わせてレイアウト 用語ポスターの例 (グリッドにぴったり合ってなくてもいいです）



文字や図表の大きさを格子の単位に合わせて決める 無数のパターンが考えられます



一種類のサンセリフ書体のみ使用

原則として色を使わない。

原則として写真を使わない。

ライセンスフリーのピクトグラムなど使う。

自前のイラストもよい。

タイトル以外の文字の大きさは９ポイント。

行間の設定は 1.5 行。

字下げなし改行なしでブロックをつくる。

タイトルおよび小見出しは簡潔に。

発案ポスターの例

概要 200 ⽂字程度

実現までの過程をしめすのもよい



デフォルトでは字間がやや狭い。両端ぞろえにすると、
ラインが明瞭になるほか、字間が少し広がる。それでも
狭いと感じるならば、字間を0.5pt くらい広げる。

タイトルのフォントは自由。中心に置いてもいい。テ
キスト部分は、横幅いっぱいに広げない。行長が長く
なりすぎると不自然なうえ、読みにくい。

発案ポスターの例

写真を使わないのは安易に流れないためもあるが、写
真よりも簡素なイラストのほうが、伝えたい情報をダ
イレクトに伝えることができると考えられる。

色を使わないでも見やすくできるし、下手に色を使わ
ないほうが整然として美しい。色を使わないでどれだ
けできるかやってみる。

ひとつの見出しにたいしてブロックひとつ。字下げし
ない。改行しない。文字どおりひとつの塊をつくる。
複数の項目がたつ場合、分量をそろえる。

ガイド線はさいごに消しておいてください。3X5のグ
リッド線なしで作業してもいいですが、従っているほ
ど整った印象をあたえことができると思います。

OK

行を横幅いっぱいに広げない

改行不可

改行不可

両端揃え

写真不可 カラー不可 カラー不可

字間つまり注意



写真を使わない理由

このような場合
写真の陰影は過剰な情報
かたちだけを⾒せたいなら
輪郭をトレースした
イラストのほうが効果的

用語ポスターの例



用語ポスターの例

歴史を３段階で説明



用語ポスターの例

歴史を３段階で説明

要点を３つぐらいに整理

定義｜要素｜種類｜目的



Müller-Blockmann, Grid Systems, 1981参考 ミュラー=ブロックマンのグリッドシステム



2 0 1 8年 授業⾵景



2 0 1 8年 授業⾵景


